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１０．道路サインの意匠                

１０－１ 表記エレメント 

（１）標準書体の設定 

 使用書体の選定にあたり、第一に可読性を考慮してゴシック系を用いることとする。 

また今後、既存のサインとの共存も考えられるため、汎用性の多い以下の書体を標準書体と 

して設定する。 

 

■日本語 

東日本、西日本、中日本の各高速道路会社（ＮＥＸＣＯ）は、高速道路の案内標識に使う書

体を「ヒラギノ」とすることを 2010 年 7 月に決定し、既に実用化している。選定の主な

理由は、車を走行中でも見やすく、バランスが良いこと。その点を採用して『ヒラギノ丸ゴシ

ック体 Ｗ6』を使用することとする。 

 

 

 

 

 

■英語・数字 

汎用性と、小さな文字サイズの場合でも判読性の良い『ヘルベチカ』を使用することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）文字の大きさの基準 

サインは情報を迅速に伝えることが重要となるため、表示を構成する文字を適切な大きさで 

配置する必要がある。文字の判読に必要な文字の大きさは、視距離や移動速度によって決まる 

が、標準的な基準である文字高さの目安を以下に設定する。 

（各数値は㈳全国道路標識・標示業協会『道路標識ハンドブック』より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3（３）文字組の基準 

日本語と英語の併記、及び多言語との併記は以下を基本として設定します。 
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（４）日本語表記の基準 

  施設名称などを表記する際には、利用者にとってのわかりやすさと利便性とを考慮した整合 

を行うものとする。また、限られた表示面で十分に視認できる文字サイズを確保することが求 

められるため、明確に理解される範囲内で必要に応じて簡略化するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表記の順序は以下に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）矢印の表記 

  進行方向を示す矢印の形状は、以下のデザインを用いることを推奨する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進行方向を示す矢印として一般的に理解しやすいのは以下の4 種類であるが、「戻る」を示 

すると混乱をまねく恐れがあるため、「↓」は原則、使用しないこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（福野文化創造センター） 
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（６） 英語・ローマ字表記の基準 

施設名称などの英文表記は、固有名称についてはヘボン式を用い、普通名称については英語 

により表記するものとする。ただし、慣用上固有名詞と普通名詞に切り離せない場合は、普通 

名詞の部分も含めてローマ字表記として、必要に応じて英文を付記するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別表1）慣用化されている略語（参考例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）ヘボン式ローマ字のつづり 

ヘボン式ローマ字のつづりは以下のとおりである。 
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（８）ピクトグラム（案内用図記号）の表示 

市内における公共サインで案内すべき施設は、その名称などの他に、言語によらず、幅広い 

年齢層や外国人にも直感的に施設や機能の意味を伝えることができる有効な方法として、ピク 

トグラム（案内図記号）を付帯して表示することとする。また、表示基準は以下に定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※今後整備される施設で上記に当てはまらないものは「モビリティ財団 標準案内図記号」に

準じる。 

 ※「モビリティ財団 標準案内図記号」でも当てはまらない場合は、協議会などの承認を経て

“登録”などの手順が望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  無印は「交通エコロジー・モビリティ財団」が「標準案内用図記号」としてJIS設定
したり、推奨している図案を記載。 

※１ 新規での設置は原則的に行わない。 
※２ 「交通エコロジー・モビリティ財団」の図案に似せて作成した案。 
※３ 国土交通省道路局長名で商標登録（商標法：特許庁管轄）されている。 
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１０－２ 114系サイン表記例 

本計画に示す表記の方針に基づき、今後設置・更新する 114 系サインの表記例を下記

に示す。 
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１１．維持管理と今後の課題              

利用者にとってわかりやすく、安全に移動できるための情報を提供するサインが役立つためには、設置

されたサインの管理と継続的なメンテナンスが必要となる。また、本計画では目的地へのスムーズな案内

誘導をするための道路案内サインの方針をまとめたが、今後は景観や南砺市のイメージにあったデザイン

等にも配慮し、民間看板、屋外広告物も含めたトータル的なサインの指針についても考えていく必要があ

る。 

（１）維持管理 

 サインは主に屋外に設置されるため、年月の経過により汚損し、老朽化する。貼り紙や傷、落書き等の

人的被害への配慮も必要となり、定期的に清掃、修繕を行い、常に美しい状態に保つことが重要である。 

 このため、維持管理に関しては、年１回程度の保守点検・清掃作業、部分的な補修を伴う短期的なメン

テナンス、全面的な改修を伴う長期メンテナンスに分けて考えるものとする。 

（１）保守点検・清掃作業 

  ・定期的な保守点検、管理、清掃活動として以下の内容を実施する。 

  ■汚れやほこりの清掃 

  ■違法な貼り紙や落書きの除去 

  ■ガタつき、ボルトの締め付け状況の確認・修繕 

  ■破損状況、傷等の確認・修繕 

  ■塗装の剥がれ等の状況確認、部分的な塗装補修 

  ■案内施設が無くなり不要となったサインの撤去 

  ■老朽化したサインの撤去 

  ■その他機器がとりついている場合にはそれらの動作確認・修繕 

（２）短期的メンテナンス 

  ・新たにできた施設や道路の変更・追加の情報を拾い出し、案内板に載せる情報として検討を行う。 

  ・変更する表示内容が、部分的なシール貼り付け程度で可能なものについては短期間で改修を行い、 

板自体の取り換え等が発生するものは長期メンテナンスで考慮する。 

（３）長期的メンテナンス 

  ・保守点検で全面取り換えが必要であると判断されたものについて、表示板の取り換えを行う。 

  ・短期的メンテナンスで表示内容の変更に伴う板取り換えが必要なものについて、表示板の取り換え 

を行う。 

（２）今後の課題 

本計画では目的地へのスムーズな案内誘導に主眼を置き、道路案内サインの方針をまとめた。しかし、

南砺市のまちづくりを推進するためには、道路案内サインだけではなく、民間施設が設置する看板や屋外

広告物についても、統一的な指針を設定し、運用していく必要がある。 

今後は、南砺市における関係団体との意見調整を図りながら、景観に配慮し、南砺市のイメージに合う

デザイン等について、民間看板、屋外広告物も含めた指針をについて検討し、南砺市の一体感のあるサイ

ンを用いた総合的なまちづくりを目指すことが求められている。 

南砺市サイン計画【道路案内サイン】 

●サイン表示方針 

●サイン設置方針 

●サイン整備の優先順位 

経路案内標識（108系サイン） 

地点案内標識（114系サイン） 

南砺市の一体感のあるサインを用いた総合的なまちづくりの推進 

優先順位に基づいた案内標識の設置、

改修の推進 

経路案内標識（108系サイン） 

地点案内標識（114系サイン） 

南砺市サイン計画【民間看板、

屋外広告物】の作成 

●サイン表示基準の設定 

●サイン設置基準の設定 

デザイン 
・南砺市のイメージ 
・景観に配慮 

設置者への協力要請による

デザイン及び表示内容統一 
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